
2018年 12月 5日 ペシャワール会報 No 138

全
ン
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表

ア
フ
ガ
一ス
タ
ン
、
空
前
の
規
模
の
大
千
ば
つ

（平
和
医
療
団

・
日
本
）

日
三
年
続
き
の
少
雨

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
カ
ネ
が
な
く
と
も
暮

ら
せ
る
が
、
雪
が
な
く
て
は
暮
ら
せ
な
い
」
と
は
、

こ
と

つ
ぎ

有
名
な
諺
で
あ
る
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
は
山
の
国

で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

。
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
に
連
続
す
る

世
界
の
屋
根
の
西
端
に
当
た
り
、
国
上
の
大
部
分

が
七
〇
〇
〇

ｍ
級
の
高
山
を
い
た
だ
く
ヒ
ン
ズ
ー

ク
シ
山
脈
に
覆
わ
れ
る
。
二
五
〇
〇
万
人
と
い
わ

れ
る
国
民
の
八
割
が
農
民
で
、
山
間
部
の
狭
い
土

地
で
オ
ア
シ
ス
的
な
農
業
が
営
ま
れ
る
。
農
業
を

支
え
る
水
の
大
半
は
高
山
の
雪
解
け
水
で
、
川
沿

い
に
豊
か
な
恵
み
を
約
束
す
る
。
雪
は
巨
大
な
貯

水
槽
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
生
命
線
で
あ
る
。

冬
の
積
雪
次
第
で
そ
の
年
の
水
の
状
態
が
決
ま
る
。

冬
の
厳
し
さ
の
分
だ
け
、
夏
の
恵
み
を
期
待
で
き

る
の
だ
。

二
〇

一
八
年
春
も
、
暖
冬
に
加
え
て
少
雨
が
続

い
た
。
す
で
に
三
年
目
で
あ
る
。
人
々
は
不
安
気

に
高
山
の
白
雪
を
仰
ぎ
始
め
た
。
既
に
起
き
て
い

た
大
地
の
乾
燥
化
が
加
速
度
を
増
し
て
い
た
。
四

月
、

ュ
ニ
セ
フ
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ

（世
界
食
糧
計
画
）
な

ど
の
国
連
機
関
が

一
斉
に
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

「餓
死
線
上

一
〇
〇
万
人
」
、
「
数
十
年
に

一
度
の

規
模
の
大
干
ば

つ
」
で
、
ア
フ
ガ
ン
国
民
の
三
分

の

一
に
相
当
す
る
九
〇
〇
万
人
～

一
二
〇
〇
万
人

に
影
響
が
出
る
と
警
告
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ら
が
救
援

を
訴
え
始
め
た
。

実
際
に
は
二
〇

一
四
年
の
段
階
で

「飢
餓
人
口

七
六
〇
万
」
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
と
さ
れ
、
飢
餓
は
慢
性

化
し
て
い
た
。
そ
こ
に
二
〇

一
六
年
、　
一
七
年
、

一
八
年
と
連
続
し
て
異
常
少
雨
に
よ
る
不
作
が
重

‐こ
わ

な
り
、
問
題
が
俄
か
に
急
性
化
し
た
の
で
あ
る
ｃ

雨
は
殆
ど
降
ら
ず
、
大
都
市
カ
ブ
ー
ル
も
深
刻

な
水
不
足
に
陥

っ
た
。
犠
牲
と
被
害
予
測
は
月
を

追

っ
て
増
え
、　
一
〇
月
、
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ

（国
連
人
道

問
題
調
整
事
務
所
）
は
、
「緊
急
層
」
三
二
〇
万
、

「危
機
的
状
況
」
八
三
〇
万
人
と
飢
餓
の
急
増
を

訴
え
た
。
水
不
足
は
全
国
に
及
び
、
全
上
の
三
分

の
二
、
三
四
州
中
二
〇
州
に
食
糧
危
機
警
報
が
発

せ
ら
れ
て
い
る
。
空
前
の
規
模
で
あ
る
。

こ
こ
で
東
部
を
中
心
に
、
現
在
ま
で
の
動
き
を

概
観
し
、
我
々
の
展
望
を
伝
え
て
お
き
た
い
。

至
西
部
・南
部
で
難
民
化
一
一六
万
人

今
回
、
少
雨
の
影
響
を
じ
か
に
被

っ
た
の
は
大

河
川
の
な
い
南
部
と
西
部
で
あ
る
。
六
月
か
ら
七

月
に
か
け
て
、
ア
フ
ガ
ン
全
土
が
熱
波
に
見
舞
わ

れ
、
連
日
観
測
記
録
が
更
新
さ
れ
た
。
西
部
の
ヘ

ラ
ー
ト
周
辺
、
南
部
の
ヘ
ル
マ
ン
ド
、
フ
ァ
リ
ャ

ブ
、

ニ
ム
ロ
ー
ズ
州
な
ど
の
各
地
で
住
民
が
村
を

捨
て
て
難
民
化
し
始
め
、
そ
の
数
二
六
万
人
と
Ｂ

Ｂ
Ｃ
放
送
が
報
じ
た
。
現
在

ヘ
ラ
ー
ト
周
辺
で
テ

ン
ト
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
集

団
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
氷
山
の

一
角
で
、
そ
の
何

倍
も
の
予
備
軍
が
農
村
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

南
部
全
域
の
水
源
を
成
す

ヘ
ル
マ
ン
ド
川
の
水

量
が
激
減
し
、
同
流
域
で
あ
る
カ
ン
ダ

ハ
ル
の
地

下
水
利
用
の
カ
レ
ー
ズ
も
影
響
が
伝
え
ら
れ
始
め

た
。
地
下
水
位
は
軒
並
み

一
〇
〇

ｍ
以
上
、
場
所

に
よ
っ
て
は
二
〇
〇

ｍ
に
下
降
、
飲
料
水
の
欠
乏

も
起
き
始
め
て
い
る
。　
一
〇
月
、
反
政
府
武
装
勢

力
の
タ
リ
バ
ン
指
導
部
が
異
例
の
布
告
を
出
し
、

国
際
支
援
団
体
に
難
民
の
緊
急
救
済
を
訴
え
た
（

タ
リ
バ
ン
農
業
牧
畜
ザ
カ
ー
ト
委
員
会

・
二
〇

一

八
年

一
〇
月
）。
こ
れ
も
今
ま
で
に
な
か
っ
た
こ

と
だ
。
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パ
ク
テ
ィ
ア
、
パ
ク
テ
ィ
カ
ら
の
他
の
南
部
諸

州
も
長
い
間
水
不
足
に
悩
ん
で
お
り
、
難
民
を
受

け
入
れ
る
ゆ
と
り
が
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
Ｗ

Ｆ
Ｐ
を
筆
頭
と
す
る
国
連
団
体
と
ア
フ
ガ
ン
政
府

が
緊
急
食
糧
配
布
を
実
施
し
て
い
る
が
、
被
害
は

拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
焼
け
石
に
水
で
あ
る
の
が
実

情
で
あ
る
。

国
東
部
に
被
災
地
な
ら
人
口
集
中

東
部
の
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
で
は
、
既
に

一
八
年

前
の
大
干
ば

つ
以
来
進
ん
で
い
た
農
地
の
乾
燥
化

が
更
に
進
ん
だ
。
ス
ピ
ン
ガ
ル
山
脈

。
ケ
シ
ュ
マ

ン
ド
山
脈
方
面
の
農
村
地
帯

（地
図
参
照
）

ア
チ
ン
、

ロ
ダ

ッ
ト
、
ツ
ア
プ
ラ
ハ
ル
、
ソ
ル
フ

ロ
ッ
ド
の
各
郡
の
大
半
が
土
漠
と
化
し
た
が
、
こ

れ
ら
は
四
五
〇
Ｏ
ｍ
以
下
の

「低
い
高
山
」
の
現

象
で
あ
り
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
山
脈
の
七
〇
〇
〇
ｍ

級
の
山
々
を
源
流
と
す
る
大
河
、
ク
ナ
ー
ル
河
は

安
泰
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

昨
冬
の
段
階
か
ら
河
川
水
量
の
異
常
パ
タ
ー
ン
が

記
録
さ
れ
、
高
山
の
融
雪
に
異
変
が
起
き
て
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
前
後
し
て
ヒ
ン
ズ
ー

ク
シ
山
麓
の
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
各
地
で
湧
水
が
涸
れ

始
め
、
食
糧
危
機
が
発
生
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

た

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
＝
国
連
食
糧
農
業
機
関

。
二
〇

一
八

年
二
月
フ
ィ
ー
ル
ド
報
告
）
。

一
八
年
前
に
大
千
ば

つ
を
体
験
し
て
い
た
我
々

は
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
北
部
農
村
地
帯
で

「緑
の

大
地
計
画
」
曾
一〇
〇
三
年
～
）
を
実
施
、
現
在

ま
で
に
九
カ
所
の
取
水
堰
と
計
数
十
ｋｍ
の
主
幹
水

路
を
建
設
し
、
広
範
な
地
域
で
安
定
灌
漑
に
よ
る

干
ば

つ
の
備
え
を
し
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
ベ
ス

ー
ド
、
カ
マ
、
シ
ェ
イ
ワ
各
郡
で
計
約

一
六
〇
〇

〇
診
の
安
定
灌
漑
地
を
確
保
し
、
六
〇
万
人
の
生

活
を
保
障
し
た
。

こ
れ
を
範
と
し
て
隣
接
地
域
で
農
地
の
回
復
を

計
画
し
て
い
た
矢
先
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら
同
地
域

内
で
人
口
の
異
常
な
集
中
が
観
察
さ
れ
て
い
た
。

州
内
の
被
災
地
か
ら
た
た
き
出
さ
れ
た
人
々
が
、

隣
接
の
ラ
グ

マ
ン
州
、
ク
ナ
ー
ル
州
か
ら
の
人
の

流
れ
と
合
し
、
職
を
求
め
て
殺
到
し
た
。
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
北
部
の

一
〇
数
キ
ロ
の
国
道
は
、
突
如

出
現
し
た
バ
ザ
ー
ル
が
林
立
し
、
閑
静
だ

っ
た
郊

外
に
雑
踏
を
作
り
出
し
て
い
る
。
零
細
の
露
天
商
、

季
節
農
業
労
働
者
、
作
業
員
、
リ
キ
シ
ャ
の
運
転

手
な
ど
、
不
十
分
で
は
あ

っ
て
も
、
な
に
が
し
か

の
職
に
あ
り
つ
け
る
か
ら
だ
。
い
つ
も
な
ら
多
く

の
者
が
パ
キ
ス
タ
ン
に
職
を
求
め
て
い
く
が
、
パ

キ
ス
タ
ン
自
身
も
記
録
的
な
干
ば
つ
で
窮
し
、
二

年
前
か
ら
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
強
制
送
還
を
進
め
て

‐
著しい乾劇 地 域

洪水の被害地

｀`
…、 用水路

難民帰還で混雑するジャララバー ド市内 (2017年 4月 5日 )



2018年 12月 5日 ペシャワール会報 No 138

い
る
状
態
だ
。
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
周
辺
に
流
入
し

た
東
部
の
国
内
避
難
民
は
、
優
に

一
〇
〇
万
人
を

超
え
る
と
思
わ
れ
る
。

最
近
の

一
連
の
人
の
流
れ
は
、
も
は
や
他
に
逃

れ
る
場
所
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
や
東

部
最
大
の
人
口
を
擁
す
る
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
で
も
、

高
山
の
ご
く
限
ら
れ
た
小
村
落
、
ソ
連
時
代
に
建

設
さ
れ
た
カ
ブ
ー
ル
河
の
ド
ゥ
ル
ン
タ

。
ダ
ム
流

域
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
建
設
し
た
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
の
堰

周
辺
の
み
が
辛
う
じ
て
残
り
、
こ
れ
以
外
に
ま
と

も
に
耕
せ
る
農
地
が
消
滅
し
て
し
ま

っ
た
。
我
々

の
不
安
は
恐
怖
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

日
干
ば
つ
は
ｉ

ｌ
ス
の
死
角

か
く
て
二
〇
〇
〇
年
夏
の
大
干
ば

つ
を
凌
駕
す

る
大
災
害
が
次
第
に
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

一
連
の
出
来
事
は
、
事
情
を
知
る
者
に
と
っ
て
世

界
の
終
末
さ
え
街
彿
と
さ
せ
る
。
し
か
し
、
千
ば

つ
は
ニ
ュ
ー
ス
の
死
角
で
、
あ
ま
り
外
部
に
知
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
。

干
ば
つ
は
時
に
国
家
の
存
立
さ
え
脅
か
す
が
、

地
震
や
戦
災
の
よ
う
な
緊
急
の
イ
メ
ー
ジ
に
乏
し
い
。

怒
濤
の
よ
う
な
難
民
の
群
や
、
バ
タ
バ
タ
と
目
の

前
で
人
が
斃
れ
る
よ
う
な
衝
撃
的
な
場
面
が
な
く
、

人
口
移
動
が
緩
慢
に
起
き
る
。
人
々
は
す
ぐ
に
村

を
空
け
る
の
で
は
な
く
、
先
ず
は
外
部

へ
の
出
稼

ぎ
で
家
族
を
養
い
、
飢
餓
を
解
消
し
よ
う
と
努
め
る
。

死
亡
は
栄
養
失
調
が
背
景
に
あ
り
、
病
死
と
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
餓
死
と
い
う
病
名
は
な
い
。
こ

れ
ら
数
力
月
、
時
に
数
年
を
か
け
る
緩
慢
な
過
程
は
、

事
件
と
し
て
は
報
道
さ
れ
に
く
い
。

さ
ら
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
気
候
の
統
計
記

録
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
温
暖
化
被
害
の
例
と
し
て

は
説
得
力
に
乏
し
か
っ
た
。
報
道
関
係
者
が
短
期

滞
在
し
て
も
、
そ
れ
以
前
の
変
化
が
分
か
ら
な
い

か
ら
、
「
こ
ん
な
も
の
だ
」
で
済
ま
さ
れ
る
例
が

少
な
く
な
い
。
実
際
に
飢
饉
を
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
人
々
に
は
、
千
ば

つ
は
な
じ
み
が
薄
く
、
想

像
し
に
く
い
。

我
々
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
灌
漑
事
業
で
さ
え
、
「沙
漠
の

緑
化
」
と
い
う
牧
歌
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
見
ら
れ

る
。
公
園
作
り
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
「飢

餓
対
策
」
と
い
う
切
羽
詰
ま

っ
た
事
情
は
、
都
市

空
間
で
育

っ
た
人
々
に
は
し
ば
し
ば
伝
わ
り
難
い
。

干
ば

つ
と
い
っ
て
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
北
米

の
大
農
園
が
不
作
だ

っ
た
と
い
う
の
と
意
味
が
違

う
。
食
糧
と
い
う
商
品
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

生
活
と
生
命
が
失
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

Ｏ
伝
わ
ら
な
い
干
ば
つ
の
悲
劇

戦
争
の
報
道
も
紛
ら
わ
し
い
。
二
〇
〇

一
年
九

月

一
一
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ
ロ
以
来
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は

「対
テ
ロ
最
前
線
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
き
た
。
か
つ
て
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
を
匿

っ
た
旧
タ
リ
バ
ン
政
権
が
敵
視
さ
れ
、
同
年

一
〇

月
米
国
が
報
復
爆
撃
を
強
行
、
欧
米
軍
が
タ
リ
バ

ン
政
権
を
駆
逐
し
て
カ
ル
ザ
イ
政
権
を
擁
立
し
た
。

そ
の
後

「
ア
フ
ガ
ン
復
興
」
が
世
界
的
な
話
題
と

な
り
、
巨
額
の
資
金
が
つ
ぎ
込
ま
れ
た
が
、
期
待

さ
れ
た
成
果
に
は
至
ら
ず
、
治
安
が

一
層
悪
化
し
、

一
時
は
外
国
軍
兵
力

一
二
万
人
ま
で
膨
れ
上
が
っ

た
。
二
〇

一
六
年
に
約

一
万
人
を
残
し
て
欧
米
軍

（国
際
治
安
維
持
部
隊
）
は
ひ
き
あ
げ
た
が
、
内

戦
は
い
よ
い
よ
激
し
く
、
過
去
最
悪
の
状
態
に
あ

る
。
人
々
の
困
窮
が
専
ら
戦
火
に
よ
っ
て
の
み
も

た
ら
さ
れ
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
た
こ
と
は
否
め

な
い
。

最
近
で
は
危
険
地
帯
と
し
て
報
道
関
係
者
の
出

入
り
が
制
限
さ
れ
、
安
全
対
策
を
強
調
す
る
余
り
、

実
情
が
更
に
伝
わ
り
難
く
な

っ
て
い
る
。
復
興
を

阻
む
主
な
理
由
が
内
戦
に
よ
る
治
安
悪
化
と
さ
れ
、

千
ば

つ
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
ア

フ
ガ
ン
人
に
と
っ
て
悲
劇
で
あ

っ
た
。
実
際
に
は
、

二
〇
〇
〇
年
以
来
、
千
ば
つ
は
動
揺
し
な
が
ら
進

行
し
て
い
た
。
か
つ
て
タ
リ
バ
ン
政
権
の
弱
体
化

も
干
ば

つ
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ

と
は
当
時
か
ら
殆
ど
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
麻

薬
地
帯
や
治
安
の
悪
い
地
域
は
完
全
に
干
ば

つ
地

図
に

一
致
し
て
い
る
。
出
稼
ぎ
の
仕
事
の

一
つ
が

傭
兵
で
、
み
な
家
族
を
養
う
た
め
に
、
仕
方
な
く

銃
を
握
ら
ぎ
る
を
得
な
い
の
だ
。

回
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
対
策
と
現
状

既
述
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
転
機
は
二
〇
〇
〇
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年
に
発
生
し
た
大
干
ば

つ
で
、
二
〇
〇
三
年
か
ら

「緑
の
大
地
計
画
」
を
打
ち
出
し
て
ジ

ャ
ラ
ラ
バ

ー
ド
北
部
穀
倉
地
帯
の
復
活
を
計
画
、
第

一
弾
と

し
て
二
五
ｈ
の
用
水
路
建
設
を
開
始
、
沙
漠
化
し

た
農
地
の
復
興
に
努
め
た
。
初
め
は
カ
レ
ー
ズ
の

復
旧
を
手
掛
け
た
が
、
地
下
水
位
の
著
し
い
低
下

に
遭
遇
、
大
河
川
ク
ナ
ー
ル
河
か
ら
の
取
水
が
主

な
取
組
み
と
な

っ
た
。

と
こ
ろ
が
気
候
変
化
の
影
響
は
地
下
水
減
少
だ

け
で
は
な
か
っ
た
。
河
沿
い
で
洪
水
と
渇
水
が
同

居
し
、
各
地
で
取
水
困
難
が
続
い
て
い
る
こ
と
を

知

っ
た
。
急
流
の
大
河
川
は
更
に
暴
れ
川
と
な
り
、

し
ば
し
ば
洪
水
が
村
々
を
襲

っ
た
。
水
が
豊
富
な

は
ず
の
川
沿
い
で
も
、
農
民
が
難
民
化
し
、
廃
村

が
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
知

っ
た
。
こ
の
た

め
二
〇

一
〇
年
か
ら
は
既
存
水
路
の
復
活
と
洪
水

対
策
を
大
き
な
課
題
と
し
、
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
に

八
カ
所
、
カ
ブ
ー
ル
河
沿
い
に

一
ヵ
所
、
取
水
堰

を
建
設
し
、
併
せ
て
洪
水
対
策
に
も
力
が
注
が
れ

た
。
こ
の
結
果
、
二
〇

一
八
年
現
在
ま
で
に
計

一

万
六
〇
〇
〇
診
の
農
地
に
安
定
送
水
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
六
〇
万
人
の
生
活
を
保
障
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
れ
を
範
と
し
て
ア
フ
ガ

ン
政
府
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ

（日
本
国
際
協
力
機
構
）
や
Ｆ
Ａ
Ｏ

（国
連
食

糧
農
業
機
構
）
の
ア
フ
ガ
ン
事
務
所
と
も
協
力
し

て
、
更
に
安
定
灌
漑
地
を
拡
大
す
べ
く
、
「戦
よ

り
も
食
糧
自
給
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
方
式
の
取
水
堰
の
普
及
計
画
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。　
一
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
手
に
は
負
え
ぬ
問
題
だ
と
思
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

口
温
暖
化
で
進
行
す
る
乾
燥
化

確
か
に
今
回
の
よ
う
に
、
少
雨
が
干
ば

つ
に
直

結
す
る
傾
向
は
当
然
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
過
去
、
少
雨
が
続
い
て
も
こ
れ
ほ

ど
酷
い
事
態
が
頻
繁
か
つ
長
期
に
起
き
た
訳
で
は

な
か
っ
た
。
我
々
が
二
〇
〇
〇
年
に
川
沿
い
の
廃

村
の
調
査
を
し
た
時
、
乾
燥
化
は

一
般
に
五
年
、

一
〇
年
を
か
け
て
徐
々
に
進
行
し
て
お
り
、
少
雨

の
続
く
時
期
に

一
気
に
荒
廃
し
た
よ
う
に
見
え
る

例
が
多
か
っ
た
。
い
っ
た
ん
村
民
が
難
民
化
す
る

と
灌
漑
路
の
整
備
が
放
棄
さ
れ
、
村
は
更
に
荒
れ

る
。
原
因
は
ひ
と
え
に
灌
漑
用
水
の
欠
乏
で
あ
る
。

一
般
に
農
地
の
灌
漑
水
源
は
、
以
下
に
分
け
ら

れ
る
。
①
カ
レ
ー
ズ

（地
下
水
利
用
の
濯
漑
路
）
、

②
ジ

ュ
ー
イ

（小
河
川
か
ら
の
小
水
路
）
、
③
大

河
川
か
ら
の
取
水
堰
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

標
高
の
低
い
山
脈
か
ら
流
れ
る
川
が
涸
れ
る
と
ジ

ュ
ー
イ
の
水
が
失
わ
れ
、
次
い
で
地
下
水
の
減
少

が
起
き
て
カ
レ
ー
ズ
が
枯
渇
す
る
。　
一
方
、
七
〇

〇
〇

ｍ
級
の
高
山
を
源
流
と
す
る
大
河
川
で
は
、

取
水
困
難
は
水
量
の
減
少
で
は
な
く
、
流
れ
の
不

安
定
化
―
―
洪
水
や
河
床

。
河
道
の
変
化
に
よ

っ

て
生
ず
る
。
渇
水
よ
り
も
、
記
録
的
な
洪
水
が
頻

発
し
て
取
水
回
や
村
落
が
荒
廃
し
、
村
民
が
難
民

化
し
た
例
も
多
か
っ
た
。
干
ば

つ
が
洪
水
を
伴

っ

て
発
生
す
る
の
だ
。

我
々
の
観
察
で
は
、
高
気
温
が
少
雨
の
影
響
を

増
幅
す
る
。
局
地
の
夕
立
や
結
露
が
減
少
し
、
広

範
な
地
域
の
水
分
が
わ
ず
か
な
場
所
に
偏
在
す

る
。
そ
の
結
果
、
大
部
分
の
地
域
が
乾
燥
し
、
ご

く
限
ら
れ
た
地
域
に
激
し
い
豪
雨
が
し
ば
し
ば
鉄

砲
水
を
発
生
さ
せ
、
地
下
に
浸
透
す
る
ゆ
と
り
を

与
え
な
い
。
雪
線
の
上
昇
と
急
激
な
融
雪
が
加
わ

り
、
地
域
の
保
水
力
が
著
し
く
低
下
、
こ
れ
に
少

雨
が
重
な
る
と
乾
燥
化
が

一
気
に
進
む
。
あ
る
程

度
は
回
復
し
て
も
二
度
と
は
戻
ら
な
い
。
そ
ん
な

動
揺
を
く
り
返
し
な
が
ら
沙
漠
化
が
進
ん
で
き
た
。

今
回
の
干
ば

つ
も
、
突
然
現
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

「長
い
過
程
の
中
の
急
性
増
悪
」
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
る
。

ガンベリ横断路の浚渫。黒い泥土が堆積 している。泥土は有

機物を含み、肥料として貴重 (2018年 10月 16日 )
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
年
間
降
雨
量
は
約
二
〇
〇

ミ
リ
前
後
と
さ
れ
、
非
常
に
少
な
い
が
、
降
雨
降

雪
の
絶
対
量
が
近
年
に
な

っ
て
減
少
し
た
と
い
う

確
証
は
な
く
、
偏
在
と
言
う
方
が
正
し
い
。
ヒ
ン

ズ
ー
ク
シ
山
脈
や
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
雪
線
の
著

し
い
上
昇
と
低
い
山
脈
の
地
下
水
の
枯
渇
は
、
少

雨
よ
り
も
高
気
温
に
よ
る
可
能
性
が
強
い
。
最
近

の
研
究
で
、
ア
フ
ガ
ン
東
部
の
温
暖
化
は
過
去
六

〇
年
で

一
。
八
℃
、
実
に
他
の
二
倍
の
速
度
で
進

ん
で
い
る
と
い
う
恐
る
べ
き
報
告

（河
野
　
一一〇
一

七
）
も
あ
る
。

日
当
面
の
対
策

（東
部
の
例
を
中
心
に
）

先
ず
は
広
く
干
ば

つ
問
題
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
、
十
分
な
研
究
と
取
組
み
が
提
唱
さ
れ
る
べ
き

だ
。
問
題
が
あ
ま
り
に
大
き
く
、
か
つ
捉
え
ど
こ

ろ
が
な
い
の
で
、
や
や
も
す
れ
ば
政
治
的
ポ
ー
ズ

や
議
論
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
ア
フ
ガ
ン
国
内
で

出
来
る
こ
と
、
国
際
的
に
協
力
す
べ
き
こ
と
を
分

け
、
計
画
を
具
体
化
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
ど

こ
に
消
え
た
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
支
援
は
も
う

止
め
る
べ
き
だ
。

千
ば

つ
を
直
ち
に
解
決
す
る
の
は
不
可
能
で
あ

る
。
こ
れ
以
上
の
気
温
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
さ
え

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
世
界
中
が
Ｃ
０
２
排
出
規
制

で
協
力
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
ア

フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
よ
う
な
事
例
に
何
ら
か
の
救
済

措
置
を
以
て
臨
む
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り

援
助
内
容
を
温
暖
化
被
害
の
脈
絡
の
中
で
焦
点
を

当
て
、
当
面
を
い
か
に
凌
ぐ
か
と
い
う
試
み
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。

対
策
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
が
、
ア

フ
ガ
ン
東
部
に
関
す
る
限
り
、
大
河
川
の
水
量
は

そ
れ
ほ
ど
減

っ
て
は
い
な
い
。
隣
国
に
大
き
な
影

響
を
与
え
な
い
規
模
の
灌
漑
施
設
で
、
農
業
生
産

を
回
復
す
る
こ
と
が
ま
ず
試
み
ら
れ
る
べ
き
だ
。

い
わ
ば
地
域
の
延
命
策
で
あ
る
。
全
部
が
水
の
恩

恵
に
与
ら
な
く
と
も
、
健
在
な
地
域
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
で
な
に
が
し
か
の
職
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
外

へ
の
流
出
を
減
ら
し
、
食
糧
価
格
高
騰
の
防

波
堤
と
な
り
得
る
の
は
、
我
々
の
試
み
が
示
す
通

り
で
あ
る
。

こ
の
他
、
我
々
が
望
み
を

つ
な
ぐ
手
段
と
し
て
、

乾
燥
に
強
い
作
付
が
あ
る
。
荒
れ
地
で
も
簡
単
に

栽
培
で
き
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
試
み
て
い
る
が
、
い

ま
だ
研
究

・
試
行
の
段
階
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

巨
人
と
人
、
人
と
自
然
の
和
解

確
か
に
温
暖
化
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ
り
、
「そ

れ
ほ
ど
の
危
機
は
な
い
」
と
す
る
意
見
も
根
強
い
。

我
々
は
地
獄
の
淵
に
立

っ
て
い
る
の
か
、
ア
フ
ガ

ン
で
垣
間
見
る
終
末
的
な
現
状
が
果
た
し
て
日
本

の
将
来
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
時
に
な

っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
否
定

し
て
世
界
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
を
放
置
す

る
こ
と
が
正
し
い
と
は
思
え
な
い
。
た
と
い
温
暖

化
の
極
端
な
推
論
が
誤

っ
て
い
た
に
せ
よ
、
現
在

世
界
中
で
描
か
れ
る
対
策
は
、
単
に
Ｃ
０
２
排
出

を
規
制
し
て
気
温
を
下
げ
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

化
石
燃
料
を
基
礎
に
作
ら
れ
て
き
た
近
代
的
生
産

を
問
い
直
し
、
大
量
消
費
＝
大
量
生
産
の
い
た
ち

ご

っ
こ
を
絶
ち
、
持
続
可
能
な
安
定
し
た
社
会
と

安
全
な
自
然
環
境
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
建
設
的

な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
未
来
を
描

き
得
な
い
ほ
ど
に
、
切
迫
し
た
事
態
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
努
力
次
第
で
可
能
だ

と
多
く
の
識
者
は
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
相
互
依
存
が
深
ま

っ
た
世
界
で
、
ア

フ
ガ
ン
内
戦
の
平
和
的
解
決
も
重
要
で
あ
る
。
戦

争
は
最
大
の
消
費
か
つ
浪
費
で
あ
る
。
紛
争
の
遠

因
が
経
済
活
動
や
地
球
温
暖
化
、
千
ば

つ
と
関
係

し
あ

っ
て
い
る
な
ら
、
そ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

世
界
の
融
和
と
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

い
た
ず
ら

「
テ
ロ
に
屈
せ
ず
」
と
称
し
て
徒

に
拳
を
あ
げ

る

の
は
も
は
や
時
代
遅
れ
で
、
解
決
に
な
ら
な
い
。

地
球
規
模
で
進
行
す
る
将
来

の
危
機
を
考
え
る

と
き
、
我
々
の
進
む
ベ
ク
ト
ル
が
何
れ
に
向

い
て

い
る
か
で
、
破
滅
か
安
定
か
の
道
筋
が
決
ま

っ
て

い
く
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味

で
は
、

ア
フ
ガ

ニ

ス
タ
ン
の
大
干
ば

つ
は
極
東

の
我
々
に
と

っ
て
も
、

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
我
々
が
干
ば

つ
の
ア

フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で

「
人
と
人
の
和
解
、
人
と
自
然

の
和
解
」
を
説
く
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。

※
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
の
干
ば
つ
原
因
に
つ
い
て
　
二

〇

一
七
　
河
野
仁
　
ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
気
象

・
大
気
環
境
研
究
所


